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▲モデレーションカップで優勝したメンバーたち（P12）

今年度の議会だよりの表紙は、≪大好き かわさき町≫がテーマです。
みんなの大好きな川崎町に関する写真のご応募をお待ちしています。
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○住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項…………………B評価
○業務運営の改善及び効率化に関する事項……………………………………………………C評価
○財務内容の改善に関する事項…………………………………………………………………C評価
　全体を通して、C評価が妥当と判断

　平成３０年度は、当期純利益△５３６９万円となり、３年連続の赤字決算となった。

平成３０年度  川崎町立病院、業務実績の評価結果報告

臨時・嘱託職員の任用や給与体系を明確化
　地方公務員法及び地方自治法の一部改正により、役場に勤務する臨時・嘱託職員の名称を「会計年
度任用職員」に変更し、任用制度の明確化、給与体系を確立するための条例が制定されました。
　令和２年度から会計年度任用職員の採用は、競争試験または選考によって決定し、任用期間は１
年間の会計年度となります。
　給与は、正規職員と同じように職種別の給料表を定め、学歴、経験年数に応じて支給されます。
　また、常勤職員と同じように、旅費や通勤手当、期末手当が支給され、常任職員と同じ勤務時間の
フルタイム職員には退職手当も支給されます。

条例

大項目評価表（中期目標・中期計画の達成に向けた業務の５段階による評価）
Ｓ 中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある。
Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて計画どおり進んでいる。
Ｂ 中期目標・中期計画の達成に向けておおむね計画どおり進んでいる。
Ｃ 中期目標・中期計画の達成のためにはやや遅れている。
Ｄ 中期目標・中期計画の達成のためには重大な改善事項がある。
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○川崎小学校学童クラブ改築設計業務委託料………………………………… ２２１万円
○同和保育所の臨時職員雇用に要する経費…………………………………… １４４万円
○未熟児養育医療費の助成に要する経費…………………………………… １５００万円
○ひとり親家庭等の医療費の助成に要する経費…………………………… １１８３万円
○公営住宅の修繕に要する経費……………………………………………… ４５００万円
○中学校統合整備工事の一部を翌年度に先送りしたことによる減額……… △２億円

※金額については、千円以下を四捨五入しています。

公営住宅修繕料など可決令和元年度

一般会計（第3号）補正

歳入歳出１億２７０万円減 総額１２０億６９１９万円となる

日 時 場 所２月２８日（金） 
 午後７時より

コミュニティセンター
１階多目的ホール

多くの皆さまのご参加
をお待ちしています。

託児と手話通訳
　あります。

託児を希望される方は、準備の都合
上、事前に「川崎町議会事務局」まで
お知らせください。

次回定例会予定

◎３月 ３ 日…本会議（初日）

◎３月 ６ 日…本会議（中日）

◎３月１３日…本会議（一般質問）

◎３月１６日…本会議（最終日）

議会の傍聴においでください

※卒業式により日程が変更になる場合があります。

今回は、各常任委員会から出されたテーマについて、議会より報告
を行い、参加された皆さまと意見交換を行いたいと考えております。

　　　　　　　総 務 ： 防災対策
　　　　　　　民 生 ： 統合中学校、子育て支援
　　　　　　　建 産 ： 町営住宅、観光政策

※閉会は午後８時４５分を予定しています。

第１２回　議会報告会
＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊

＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊◦＊

☎72-3000（内線318・319）
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川崎町のひとり親世帯数は
４４４世帯であり、平均年間

就労収入は２００万以下の非常に
厳しい状況です。
　本町にも児童扶養手当や児童手
当などのひとり親世帯を支援する
制度がありますが、高校卒業後の進
学支援策についてどのように考え
ていますか。

町には、田川市郡で条例を制

定した、給付型の奨学金制度

があり、就学資金として月額２万円

を給付しています。その他にもい

ろんな全母子協による奨学金や独

立行政法人日本学生支援機構等の

奨学金等もございます。これらは

月額２万円から４万円の給付金と

なっております。

児童福祉手当等の家庭向
け支援は、未婚のひとり親

も受けられますが、死別、離婚に比
べ税金が高くなっているだけでな
く、公営住宅の家賃など負担も多く
なっていると感じますが、町長の考
えは。

国会の税制改革でそういっ

た差がないような税制大網

を来年度に向けて出していくこと

が決まっておりますので、それが実

施されますと、今言った問題は来年

以降はなくなると思っております。

全国で児童扶養手当不正受
給、偽装離婚が問題となっ

ておりますが、本町における不正受
給の調査・監視はどのようになって
いますか。不正受給の調査は非常
に必要と思いますが、調査をする職
員、不正をしていない受給者にとっ
てはかなりの負担があると感じま
す。特に職員にとっては負担が大
きすぎると感じていますが、どのよ
うに考えていますか。

１年に１回現況届をだすよ

うに義務付けをしており、

必要に応じて面談を行っています。

不正に関しての通報等がある場合

は、封書で実態調査の通知を送って

期間以内に役場のほうに来ていた

だいて、事情聴取をしています。

消防団員は常備の消防職員
とは異なり、生業を持ちなが

ら「自らの地域は自らで守る」とい
う、郷土愛護の精神に基づき、消防
活動を行う非常勤特別職の地方公
務員です。
　本町は自然災害が増える一方、実
質団員不足が進んでいるのも現実
です。団員確保のため、報酬手当の
見直しを行う必要があると感じま
すが町長の考えは。

消防団員の報酬は平成１３

年度に実施した町の財政健

全化計画に沿って３０%削減され

ています。２７年度に現在の金額

に増額していますが、他町村と比べ

て、川崎町の消防団報酬は低く設定

されていますので、委員会等で検討

し見直していきたいと考えており

ます。

一般質問 よりよいまちづくりを
めざして

一般質問とは、定例会議において、各議員が住民の代表として、行政全般にわたり
町当局の考え方や疑問をただすことです。

答 高齢者対策をトータル的に考える

問 高齢者の安全運転を支える
　 対策を

社会問題化している高齢者
ドライバーによる事故の対

策として、注目されているのが後付
けできる安全運転支援装置です。
全国で発生した７５歳以上の死亡
事故のうち、ブレーキとアクセルの
踏み間違いによる事故は、操作ミ
スによる事故の１１％を上回り７５
歳未満の０.７％と比べ１６倍と際
立っています。
　国交省は７月、後付け運転装置の
開発と取り付け可能な車種の拡大
を要請しました。
　本町としても高齢者ドライバー
の安全運転を支える対策をどのよ
うに考えていますか。

連日ニュースで高齢者の事

故等が出ています。全国的

にもこれらの対策をどうするかと

いう検討がされているところです

が、後付け装置以外に町全体で春

夏の交通安全週間やセーフティー

ステーション等で交通安全に対し

ての取組みを周知しているところ

です。

　警察、安全協会などと協議しなが

ら、安全を確保できるように考えて

いきたい。

後付け運転装置の価格帯は、
４～１０万円と安全対策と

しては、比較的に安価で大きな選択
肢になります。自治体によっては
後付け運転装置の購入、設置を補助
する傾向にあります。
　他の自治体の取り組み内容は
色々ありますが、把握できていま
すか。

後付け装置に関しては、全国

で２３市町村が補助を行っ

ています。県内では、うきは市が実

施しています。補助の内容は７０

歳以上の方に対して経費の２分の

１、上限が２万円程度というのが平

均的な補助です。

今後、ますます安全運転支
援装置が普及すると思われ

ます。高齢者の交通事故防止対策
に非常に効果的であると思います。
本町において、この後付け運転装置
の設置に伴う補助をどのように考
えているのか伺います。

後付け運転装置の補助です

が、高齢者対策という意味で

いろんなことを今から実施してい

きたいと思っています。

　後付け装置に関しては特に国も

力を入れ始め、メーカーも車につけ

る形で進んでいます。県内でも補

助制度を実施しているところもあ

り、安全対策には有効だと実感して

いますが、近隣の状況や本当に有効

なのか検証しまして、町として他の

支援策も含めたところで高齢者対

策をトータル的に考えていきたい。

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

中山 信和 議 員
答 国の税制改正により対応

問 ひとり親世帯支援策を問う

問 消防団員
　 報酬の見直しを

町長

町長

町長

町長
町長

町長

町長

答 実態調査をしている

答 委員会で検討する

問 不正受給の調査・監視に
　 ついて

川根 節生 議 員

 

問
う
!!

町
政
を
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のではないでしょうか。
自転車通学については、学

校 の 許 可 制 を と り、 ヘ ル

メットの着用・自転車保険任意保険

の加入を許可条件の一つとする予

定です。義務化については、再度検

討したい。

自転車保険の義務化を進め
るとともに、通学の助成と

して、自転車保険の補助ができませ
んか。

自転車通学の助成の要望が

かなりあがっており、現在前

向きに検討しています。

本町では自転車が安全に走
行できる自転車優先道路の

確保が出来ておらず、生徒は車の通
りの多い箇所を通り学校に向かい
ます。
　生徒の安全対策として自転車保
険の加入を義務付ける必要がある

一般的な母子健康手帳は６
歳までの成長を記入できま

すが、２０年を綴る母子健康手帳は

答 手帳は前向きに検討、
　 アプリは来年度導入予定

答 より多くの生徒が利用できるよう再検討している

スクールバスの運行範囲と
時間はどうなっていますか。
これまで４キロ以上の生徒

を対象にするとしていまし

たが、通学距離が遠くなる生徒のこ

とも考慮して、より多くの生徒が利

用できるよう再検討しています。

安宅方面は、真崎小学校のスクール

バスを活用。鷹峰中学校、池尻中学

校方面はスクールバスを２台運用

し、それぞれ登下校及び部活動後の

送迎を予定しております。また、ふ

れあいバスの利用も考えています。

バス通学を希望するすべて
の子どもがバスに乗れるよ

うな検討をしていただけませんか。
すべての子どもが乗るには

大型バスが数台必要になり

ますので、対応を今後も考えて行き

たいと思います。

個別対応が必要なケース
は、どのような対応をされ

ますか。
個別対応の相談があった場

合は、その受け入れ条件を含

めて協議させていただいています。

また、徒歩や自転車通学の生徒が、年

度途中に怪我等又は病気等で一時

的に通学できない場合は、基本的に

ご家庭での対応を考えています。た

だ、要望があった場合は、必ず協議の

場を設けるようにしております。

永井地区では、登校時間に今
でも渋滞が発生しているの

に、鷹中、池中の保護者が送迎をす
るようになると、ますます渋滞がひ
どくなりますが、小学校に通学する
子どもの安全対策をどのように考
えていますか。

新しい川中の正面から、永

井の生活館前を通って県道

へ出る道を車道、自転車専用道、歩

道と分離した約１０m ～１１m幅

の道路を整備中です。役場方面か

らの生徒の登下校は、この道路を

利用し、永井地区の他の狭い道を

通らないよう指導いたします。ま

た、小学生向けの交通安全講習を

３学期に実施し、さらに安全対策

をはかります。

６歳以降も１歳ごとに２０歳まで
の成長を記録する事ができます。
そのため、既往症や予防接種の記
録が出来て、大人になって別の病
気にかかった際の治療方針を決め
る重要な情報として活用する事が
できます。
　また母子手帳アプリは、紙の母子
手帳と並行して利用するサービス
です。ICTを利用した新たな子育
て支援策として、切れ目のない自治
体サポートを実現できます。手帳
とあわせて導入していただきたい
のですが。

２０年を綴る母子健康手帳

は、大人になってからの健康

管理に役立ち、虐待防止や発達障が

いの早期発見に繋がる記載も多い

ので前向きに検討してまいりたい。

また、子育て支援サービスとして来

年度から母子手帳アプリを導入予

定で、紙媒体の母子健康手帳に合わ

せて子育ての情報発信などを強化

してまいりたい。

議員

議員

議員

議員

問 統合中学校のスクールバスを
　 広範囲の利用に

千葉 加代子 議 員

議員

町長

＊他に「ふれあいバス」「防災」
「SOSミニレター」について質問
しました。

川崎町では年間行事のイベ
ントがたくさんあります。

最近はホームページ等でお知らせ
しているようですが、町民全体への
周知はどうしていますか。
　多くの町民の皆様に知っていた
だくための周知方法はどう改善し
ていきますか。

できるだけ広報して住民に

周知することが目標であり、

多くの方に参加して頂くのは、町に

とっても一番いいことです。広報

紙・看板・ポスター・防災無線、いろ

んなものを通じて住民への周知を

万全にしていきたい。

納付義務者の納付方法で口
座振替を利用している方は

少ない現状で、期限内に収められて
いる納付状況はどうでしょうか、平
日は仕事で金融機関に時間内に行
けず、休みの日は金融機関が開い
てないために納付をする事ができ
ない。コンビニでの納付を願う声
をよく聞きます。本町でも便利な
コンビニ納付を導入してはどうで
しょうか。

コンビニを使う場合、コンビ

ニに対しての手数料がかな

りかかります。財政的な事もあり

ますので、今のところは現在の収納

方法で取り組んでいきたいと考え

ており、今後については状況を見な

がら対応していきたい。

議員

答 状況を見ながら対応

問 便利なコンビニ納付の導入を

議員

議員

答 防災無線を通じて
　 周知を万全にしていく

問 イベント情報の
　 町民への周知の改善を

町長

町長

町長

その他　「きれいな町づくりへ
の取り組み」「子ども議会の更な
る充実」について質問いたしま
した。

手嶋 真由美 議 員

教育長

教育長

教育長

教育長

問 新しい母子健康手帳と
 　母子手帳アプリの導入を

町民の皆さんが利用しやす
いように課ごとの色分けや、

課や係の色分けをするなどの工夫
が出来ないものですか。

ご指摘のとおり、今後対応を

考えてまいります。

議員

議員

答 今後対応を考えていく

答 前向きに検討

問 住民が利用しやすい
　 窓口の工夫を

問 自転車保険の義務化と
　 保険の補助を

教育長

教育長

6 72020年2月発行　かわさき議会だより　第137号 2020年2月発行　かわさき議会だより　第137号



中学校の統廃合に伴う池尻
中学校、鷹峰中学校の廃校活

用を問います。特別支援学校の高
等部申請を強く望みます。

田川市郡内の他の市町村か

ら、特別支援学校高等部を新

設してほしいという旨の要望書が

出され始めました。これに沿いま

して川崎町としましても、早急に再

度の要望書の提出を今考えており

ます。

来年度３校が１つになって
統合中学校が開校しますが

部活数は減少します。様々な要因
がありますが、統合中学校の部活に
ついては外部講師やコーチ制を導
入して、活性化を図ることが必要だ
と思いますが、教育長の考えを問い
ます。

中学校統合の専門部会にお

いて、部活動のあり方につい

て、一応の方針・答申が出ておりま

すが、今後は入部の増加を図りたい

と考えております。

　特に外部講師等の任用等を十分

考えて部活の活動を活発にし、少し

でも多くの部活動の充実が図れる

ように検討したいと現在考えてお

ります。

寺田 響 議 員

政府は全国の小中学校にパ
ソコンもしくはタブレット

の端末を、児童生徒に１台ずつ配置
する方針を固め、２０２４年度まで
に実施を目指しています。教職員
がICTを活用できるための施策を
講じることが必要と考えますが、教
育長の考えを問います。

教職員のICT研修は、昨年度

または今年度に、各学校から

必ず１名、または数名の教職員を県

レベルで行なわれてる研修会に参

加するように通達しています。

家庭は子どもが生まれ育っ
ていくときの基盤となるも

のであり、家庭教育はすべての教育
の出発点として大きな役割を担っ
ています。
　行政にはあらゆる面において、教
育環境の醸成を進めることが求め
られており、家庭教育もその例外で
はありません。
　保護者に対する学習機会及び情
報の提供その他、家庭教育を支援す
るための必要な施策を教育長に問
います。

家庭教育、特に幼児教育に

つきましては一生涯の人格

形成の基礎を培う、重要なもので

あります。教育に関心のない保護

者に関心を持ってもらおうとする

ことは、とても困難であると強く

感じます。

　教育講演会研修等の実施を今検

討しております。

答 対応に向けた取り組み
　 を行う

答 教育講演会研修を検討

問 ICT活用施策を

問 家庭教育向上の施策を

問 特別支援学校高等部の申請を議員

議員

議員

TPPやFTAなど、貿易の自
由化を図っていくなかで、米

の自由化は永久に認めないという
ことですが、この先どうなるかはわ
かりません。町長に提案をしたい
のは、そういったことを見据えた中
で農地の集約化を促進し、町の基本
計画において、１０年後２０年後に
町の基幹産業となり得る農業政策
を今打ち立てて、その基本計画に基
づいて邁進することだと思います。
　米を真剣に作っていけば、農業は
儲かるということで、川崎町の農業
が基幹産業となり、若者も定着をし
て、川崎町の米はおいしいというこ
とになれば、さらに利益が上がると
いうかたちになってくるはずなん
です。
　これをやっていくにはかなりの
労力も必要でしょう。誰かがやら
なくてはいけないんですが、このま
まであれば農業は滅びるというこ
とはもう目に見えております。
　農業基本計画をつくり、農業の集
約を果たせるようにお願いしたい
と思いますが、いかがでしょうか。

川崎町の農業、農家を守る

施策というのは農家の担い

手不足高齢化が進む中で、その作業

ができないということが現実にあ

るわけで、先ほどの負担割合もそう

いった中で考え直さなければいけ

ないというのを実感してるところ

です。

　今言う農地の集約化についても、

これが先ほどの問題点を解決でき

る唯一の方向性ではないかと思い

ます。川崎町の農業を守るために

は、集約した中での農業を行ってい

かなければいけないということで、

現在は人・農地プランの実質化に向

けても、担当課と一緒に協議を詰め

ているところです。将来的にも地

区営農組合等を設立して、農家や農

地を守ること。農業経営が可能な

農地を集約して、若い方たちが農業

という職業に就きやすいように考

えていきたいと思います。

　川崎町を発展するためには、教育

と観光と農業ということも私は常々

言ってますので、積極的に取り組ん

でまいりたいと考えております。

農業土木工事の一部負担に
ついては、昭和４５年に制定

された条例であり、県が４割、町が
４割、地元が２割という負担割合と
なっています。現状では農地の維
持管理ができない状況を踏まえ、半
世紀経った今、条例の変更を町は前
向きに検討する事を提案します。
　農業の後継者は農機具や肥料を
購入するのが精一杯で、もう米は作
らなくて良いなどの考えを持つ者
も増えており、周辺の農地に迷惑を
かけない為、溝掃除なども行ってい
ますが、高齢者の方々には重労働で
あります。地元も、汗をかいており
ます。町長の考えを尋ねます。

この条例の制定された当

時は、米６０キロ当たりが

１万８千円程度の販売価格でした

が、現在、１万２千円程度まで米の

価格が落ちており、また農家の高齢

化に伴って人手不足、後継者不足等

が発生し、農業を続けられない農家

が増えて、耕作放棄地、遊休農地が

増加している状況です。今後の町

の農業振興を考えると、地元の負担

割合については他の町村を参考に

し、近郊の負担割合を見ながら、対

応を積極的に考えてまいりたい。

答 他の町村を参考にし、対応する

問 農業工事の地元負担の軽減は

原 節雄 議 員
答 外部講師等の任用等を十分考える

問 部活に外部講師・コーチ制の
　 導入を

議員

答 要望書の提出を考える

教育長

教育長

教育長

教育長

議員 議員

町長

町長
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民生文教常任委員会

　先進事例を視察（沖縄県）

　恩納村では、今年春に開校する統合中学校に
おけるスクールバスの運行について、浦添市で
は、小学校でのICTを活用
した授業や英語教育の取
り組みについて、沖縄産業
開発青年協会にて、組織の
概要と協会の取り組みに
ついて、それぞれ研修視察
を行いました。

　その他の所管事務調査

　そのほか、愛光園についての現状調査や保育
料無料化に伴う町内の認可保育園の状況につい
ての調査なども行いました。

　今春開校予定の統合中学校

　実際に建設中の校舎のなかに入り、工事の進
捗状況や現状の確認を詳細に行いました。内装
については、まだ施工途中でありましたが、順調
に工事が進んでいることが確認できました。
　校舎の工事については、今年の２月下旬に引
き渡し予定であり、運動場と外構関係などの整
備は、今年度末から取り掛かる予定であるそう
です。
　女子の制服については、既存のスカートのほ
かにキュロットスカートも認めることとした
こと、体育館シューズについては、メーカーと
モデルを指定して、購入方法は指定しないこと
となったとの報告がありました。この体育館
シューズについては、委員会から保護者負担を
出来るだけ減らすための提案をしました。

総務常任委員会

　先進事例を視察（北海道）

　地域ポイントを活用した地域活性化（苫小牧市）
　イオンのワオンカードを活用し、市内加盟店
での買い物、市のイベントへの参加、健康増進施
設の利用、議会の傍聴によってポイントを貯め、
その貯まったポイントを市内の加盟店で使うこ
とで、地域経済の活性化につながっています。

　テレビ電話を活用した緊急情報伝達（喜茂別町）
　喜茂別町では光ケーブルを活用したテレビ電
話を全世帯に設置し、緊急情報や行政情報の発
信をしています。防災行政無
線のように聞こえない地域が
発生せず、目や耳に障がいを持
つ方にも音と文字で確実に情
報を伝えることができます。

　「住むことが誇りに思えるまち」づくり（ニセコ町）
　ニセコ町では「情報共有」と「住民参加」を基本
原則とした「まちづくり」を進めることによっ
て、住民のまちづくりへの関与を促す仕組みが
定着していました。

　第６次川崎町総合計画の策定状況を調査

　まちづくりの基本指針である第６次川崎町総合
計画は、住民アンケートやワークショップ等の意見
を参考に、令和２年６月までに策定する予定です。

　町職員の適正数を継続して調査

　各種資料に基づき、説明を受けましたが、職員の適
数配置については、簡単に結論が出る問題でないた
め、今後も引き続き調査を行うことにいたしました。

賛否表の表示は、○…賛成、●…反対、○休…欠席、○退…退席となっています。
※簡易表決とは…あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず「異議ありませんか」と諮る

ことにより可否を問う採決方法です。
※賛否同数の場合は議長が可否を決します。

区
分 案　件　名 内　容

賛　否　の　結　果
中
　
山

北
　
代

小
　
田

手
嶋（
真
）

川
　
根

手
嶋（
康
）

松
　
田

繁
　
永

見
　
月

寺
　
田

千
　
葉
原
樋
　
口

松
　
岡

大
　
谷

報
告

地方独立行政法人川崎町立病院の平成
３０年度に係る業務実績に関する評価結
果について

P ２を参照 報告のため採決はありませんでした

条
例

川崎町会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の制定について P ２を参照 （可決）簡易表決

川崎町一般職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例について

人事院の勧告に伴い、一般職の職
員の給料表を改定するもの （可決）簡易表決

川崎町立小、中学校設置条例の一部を改正
する条例について

統合中学校の開校に伴い、現在の
条例内の中学校の名称と位置を変
更するもの

（可決）簡易表決

川崎町学校給食センター設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例について

統合中学校の開校に伴い、給食セ
ンター運営審議会の委員の人数を
７名から５名に変更するもの

（可決）簡易表決

補
正
予
算

令和元年度川崎町一般会計補正予算（第３
号）について P ２を参照 （可決）簡易表決

令和元年度川崎町学校給食センター特別
会計補正予算（第２号）について

給食調理及び配送業務の債務負担
行為の補正 （可決）簡易表決

令和元年度川崎町国民健康保険事業勘定
特別会計補正予算（第２号）について

電算システムの改修に要する経費
の補正 （可決）簡易表決

請
願

池尻中古墳（仮称）発掘調査推進に関する
請願書

池尻中学校の運動場の発掘調査推
進について町に働きかけをするよ
う請願するもの

継続調査

議 賛案 否一 結覧 果と
令和元年度　第７回川崎町議会（１２月会議）

委員会レポート
委員会の活動状況を報告します

委員会レポート
委員会の活動状況を報告します

もっと知りたいもっと知りたい

議会では年４回の定例会の休会中は、それぞれの委員会に分かれ、所管の現地調査や机上審議をしています。

して活用できないか等の意見が出ましたが、現
状では難しい状況であるとの回答でした。
　他、長雨による農作物の被害状況についても
担当課より説明を受けました。

　先進事例を視察（長野県、群馬県）

　長野県飯島町で地域複合営農の取り組みと、群
馬県草津町でまちづくり・観光政策について学ん
できました。
　農業も観光もどの分野においても１０年後２０年後、
子や孫の世代など将来につながる、一時的で終わら
ない取り組みが重要だということを再認識しました。

　豊州団地・大峰団地を現地調査

　新築６階建ての２団地に行き、間取りや日当
たり、風通しなどを確認し、入居の順番について
などの説明を受けました。
　バリアフリー化やエレベーターの設置など、
高齢者にやさしい団地になっていました。

　有害鳥獣への対策を確認

　金網や電気柵で山からの侵入を防ぎつつ、猟友会
に捕獲してもらい絶対数を減らしているそうです。
　委員会からは、捕獲後の動物をジビエ料理と

建設産業常任委員会
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編集  　 記後

どこまで進んだ？

主人公
今回の

　年号が令和にかわり、初めてのお正月を迎え、子年が始まりました。昔話で
は動物たちが元旦に誰が早く神様の元を訪ねるかを競いました。一番乗りは
ネズミ、到着順位で十二支の順番が決まったそうです。ネズミは早く出発した
牛の背にちゃっかり乗って行ったので、ずるいと思う人もいるかもしれません
が、小さくて弱い動物が精いっぱい知恵を働かせた成果かもしれません、みな
さんはどう思いますか。子どもを産み、育てやすい環境を整えることが、出生
率の減少に歯止めをかける近道になるのでは。みなさんと一緒に精いっぱい
知恵を絞り、多産のネズミにあやかりたいと思います。
　令和２年も「議会だよりのご愛読」、委員会一同よろしくお願いいたします。

川崎中学校　小
お だ

田 実
み き や

稀也くん（三井行政区）

◁◁追跡レポート

　町内の防犯灯は約２０００基、LEDへの取替えは今年度１０５０基

まで完了予定。

　年間の取替え数は２００～２５０で残りは９５０基となりました。

　事業完了は令和６年度予定。まだ取替えの済んでいない地域の方

はもう少し待ってくださいね。

　町内すべての防犯灯がLEDに変わるまであと５年程かかります。

１日でも早い設置を目指すよう要請していきます。

「防犯灯LEDへの取替え」

　 サッカーを始めたきっかけは？
小学校４年生の時に友達に誘われて始めました。

　 サッカーを通して学んだ事は？
コミュニケーションの大切さです。

　 川崎FCはどんなチームですか？
サッカーの事も学びますが、規律や礼儀も学ぶことができ
る楽しいチームです。

　 これからサッカーを始めたい子に一言
川崎FCは楽しくサッカーができ、友達も沢山出来るので気
になったら練習に参加してみて下さい。
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